
○
厚
生
労
働
省
令
第
九
号

労
働
安
全
衛
生
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
二
十
七
条
第
一
項
及
び
第
百
十
三
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
石
綿

障
害
予
防
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
一
年
二
月
五
日

厚
生
労
働
大
臣

舛
添

要
一

石
綿
障
害
予
防
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
石
綿
障
害
予
防
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

石
綿
障
害
予
防
規
則
（
平
成
十
七
年
厚
生
労
働
省
令
第
二
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
又
は
工
作
物
」
を
「
、
工
作
物
又
は
船
舶
（
鋼
製
の
船
舶
に
限
る
。
以
下
同

じ
。
）
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
及
び
同
条
第
二
項
中
「
又
は
工
作
物
」
を
「
、
工
作
物
又
は
船
舶
」
に
改
め
、
同
条
に
次

の
一
項
を
加
え
る
。

３

事
業
者
は
、
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
作
業
を
行
う
作
業
場
に
は
、
次
の
事
項
を
、
作
業
に
従
事
す
る
労
働
者
が
見
や
す

い
箇
所
に
掲
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



一

第
一
項
の
調
査
（
前
項
の
調
査
を
行
っ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
前
二
項
の
調
査
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
終
了

し
た
年
月
日

二

第
一
項
の
調
査
の
方
法
及
び
結
果
の
概
要

第
四
条
第
一
項
第
一
号
中
「
又
は
工
作
物
」
を
「
、
工
作
物
又
は
船
舶
」
に
改
め
る
。

第
六
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
吹
き
付
け
ら
れ
た
石
綿
等
の
除
去
等
に
係
る
措
置
）

第
六
条

事
業
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
の
作
業
に
労
働
者
を
従
事
さ
せ
る
と
き
は
、
次
項
に
定
め
る
措
置
を
講
じ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
措
置
と
同
等
以
上
の
効
果
を
有
す
る
措
置
を
講
じ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

壁
、
柱
、
天
井
等
に
石
綿
等
が
吹
き
付
け
ら
れ
た
建
築
物
の
解
体
等
の
作
業
を
行
う
場
合
に
お
け
る
当
該
石
綿
等
を
除

去
す
る
作
業

二

前
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
作
業
（
第
十
三
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
作
業
を
伴
う
も
の
に
限
る
。
）

三

第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
石
綿
等
の
封
じ
込
め
又
は
囲
い
込
み
の
作
業
（
囲
い
込
み
の
作
業
に
あ
っ
て
は
、
第
十

三
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
作
業
を
伴
う
も
の
に
限
る
。
）



２

事
業
者
が
講
ず
る
前
項
本
文
の
措
置
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

前
項
各
号
に
掲
げ
る
作
業
を
行
う
作
業
場
所
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
石
綿
等
の
除
去
等
を
行
う
作
業
場
所
」
と
い

う
。
）
を
、
そ
れ
以
外
の
作
業
を
行
う
作
業
場
所
か
ら
隔
離
す
る
こ
と
。

二

石
綿
等
の
除
去
等
を
行
う
作
業
場
所
の
排
気
に
ろ
過
集
じ
ん
方
式
の
集
じ
ん
・
排
気
装
置
を
使
用
す
る
こ
と
。

三

石
綿
等
の
除
去
等
を
行
う
作
業
場
所
を
負
圧
に
保
つ
こ
と
。

四

石
綿
等
の
除
去
等
を
行
う
作
業
場
所
の
出
入
口
に
前
室
を
設
置
す
る
こ
と
。

３

事
業
者
は
、
前
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
隔
離
を
行
っ
た
と
き
は
、
隔
離
を
行
っ
た
作
業
場
所
内
の
石
綿
等
の
粉
じ
ん
を

処
理
す
る
と
と
も
に
、
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
作
業
を
行
っ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
吹
き
付
け
ら
れ
た
石
綿

等
又
は
張
り
付
け
ら
れ
た
前
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
保
温
材
、
耐
火
被
覆
材
等
を
除
去
し
た
部
分
を
湿
潤
化
し
た
後

で
な
け
れ
ば
、
隔
離
を
解
い
て
は
な
ら
な
い
。

第
七
条
第
一
項
第
一
号
中
「
作
業
」
の
下
に
「
（
第
十
三
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
作
業
を
伴
う
も
の
を
除
く
。
）
」

を
加
え
る
。

第
八
条
及
び
第
十
三
条
第
一
項
第
二
号
中
「
又
は
工
作
物
」
を
「
、
工
作
物
又
は
船
舶
」
に
改
め
る
。



第
十
四
条
第
一
項
中
「
呼
吸
用
保
護
具
」
の
下
に
「
（
第
六
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
隔
離
を
行
っ
た
作
業
場
所

に
お
い
て
、
同
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
作
業
に
労
働
者
を
従
事
さ
せ
る
と
き
は
、
電
動
フ
ァ
ン
付
き
呼
吸
用
保
護
具
又

は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
性
能
を
有
す
る
空
気
呼
吸
器
、
酸
素
呼
吸
器
若
し
く
は
送
気
マ
ス
ク
に
限
る
。
）
」
を
加
え
る
。

（
石
綿
障
害
予
防
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

石
綿
障
害
予
防
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
四
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
四
条
中
「
第
四
十
条
」
を
「
第
四
十
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に

定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

第
一
条
中
石
綿
障
害
予
防
規
則
（
平
成
十
七
年
厚
生
労
働
省
令
第
二
十
一
号
）
第
三
条
の
改
正
規
定
（
同
条
に
一
項
を

加
え
る
部
分
を
除
く
。
）
並
び
に
第
四
条
、
第
八
条
及
び
第
十
三
条
の
改
正
規
定

平
成
二
十
一
年
七
月
一
日



二

第
二
条
の
規
定

公
布
の
日

（
現
に
行
わ
れ
て
い
る
作
業
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
行
わ
れ
て
い
る
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
石
綿
障
害
予
防
規
則
（
以
下
「
旧
石

綿
則
」
と
い
う
。
）
第
六
条
第
二
号
に
掲
げ
る
作
業
に
つ
い
て
は
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
石
綿
障
害
予
防
規
則

第
六
条
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
旧
石
綿
則
第
六
条
の
規
定
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

（
罰
則
の
適
用
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条

こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
及
び
前
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
に
お
け

る
こ
の
省
令
の
施
行
後
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。


